
　
　

主 

日 

礼 

拝
（
第
一
）

　
　
　
　
　
　
　

指　
　

揮　

新
田
恵
子

　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ   

永
井
明
子

奏　
　

楽　

賛
美
歌　

五
八
五　
　
　
　
　

一　
　

同

祈

り　
　
　
　
　
　

   　
　

矢
中
正
晴

メ
ッ
セ
ー
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

三
吉
弘
晃

賛
美
歌　

五
九　
　
　
　
　
　

一　
　

同

献
金
感
謝
の
祈
り　
　
　
　
　

鈴
木
な
ぎ
さ

頌　
　

栄　

六
七
二　
　
　
　
　

一　
　

同

祝　
　

祷　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
牧
師

　
＊
次
主
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

 

加
藤
牧
師

　
　

主 

日 

礼 

拝
（
第
二
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　

指　
　

揮   

鶴
ヶ
谷
芳
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
美
紀

　
　
　
　
　
　
　

オ
ル
ガ
ン   

永
井
明
子

　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ   

佐
藤
久
惠

奏　
　

楽

礼
拝
へ
の
招
き　

一
三
三
―
四

　

つ
み
ゆ
る
さ
れ
し　

よ
ろ
こ
び
つ
げ
る

　

き
よ
き
み
こ
と
ば　

わ
が
た
か
ら
な
り

黙　
　

祷

祈　
　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
貴
子

聖

書　

交
読
文
（

別
紙
）　
　

 
一　
　

同

証　
　

し　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
ゆ
み
子

キ
ッ
ズ
チ
ャ
イ
ム　
「
輝
い
て
生
き
る
」

賛
美
歌　

三
七
〇　
　
　
　
　

一　
　

同

祈

祷　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
牧
師

主
の
祈
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

同

説　
　

教    『
主
の
愛
と
恵
み
の
「
中
に
」』

　
　
　
　
　

 　
フ
ィ
リ
ピ
４
・１
～
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
牧
師

賛
美
歌　

六
三
九　
　
　
　
　

一　
　

同

感
謝
の
祈
り　
　
　
　
　
　
　
　

古
屋
英
樹

献　
　

金　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

同

頌　
　

栄　

六
七
一　
　
　
　
　

一　
　

同

　

も
の
み
な
た
た
え
よ　

主
な
る
か
み
の
名
を

　

め
ぐ
み
の
も
と
な
る　

ち
ち
み
子
せ
い
れ
い

祝　
　

祷　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
牧
師

来
月
の
賛
美
歌　

三
六

     

報 

告 

と 

消 

息

 

▲
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
「
祈
り
」（
第
二
礼
拝
）

「�

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
思
い
煩
う
の
は
や

め
な
さ
い
。
何
事
に
つ
け
、
感
謝
を
込

め
て
祈
り
と
願
い
を
さ
さ
げ
、
求
め
て

い
る
も
の
を
神
に
打
ち
明
け
な
さ
い
」

フ
ィ
リ
ピ
４
・
６
〜
７

今
年
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
月
間
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
祈
り
が
心
に
起
こ
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

 

▲
（

女
）

世
の
光
グ
ル
ー
プ
読
書
会

本
日
午
前
九
時
四
○
分

 
▲
組
織
検
討
委
員
会　

〃　
　

第
二
礼
拝
後

 
▲
台
所
掃
除　
　
　
　

〃　
　
　

午
後
一
時

 
▲
菊
地
る
み
子
先
生

本
日
は
飯
能
教
会
で
主
日
礼
拝
と
チ
ャ
ペ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
奉
仕
を
さ

れ
ま
す
。

 

▲
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

一
〇
月
二
六
日　

佐
藤
亜
希
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷　

伴
基

　
　
　
　
　

二
九
日　

佐
藤　

秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

和
基

　
　
　
　
　

三
一
日　

小
野　

彩
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
前
乃
里
江

　
　

一
一
月　

一
日　

藤
本　

恵
子

 

▲
（

幼
）

防
災
訓
練　
　
　
　
　

二
七
日
（

月
）

 

▲
（

幼
）

い
も
ほ
り　
　
　
　
　

二
八
日
（

火
）

 

▲
ユ
ー
ス
聖
書
研
究
二
八
日
（

火
）

午
後
八
時

 

▲
ト
ー
キ
ョ
ー
コ
ー
ヒ
ー
（

外
部
貸
出
）

　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
日
（

水
）

午
後
一
時

 

▲
（

幼
）

願
書
受
付　
　
　
　
　

三
〇
日
（

木
）

 

▲
（

幼
）

入
園
面
接　
　
　
　
　

三
一
日
（

金
）

 

▲
次
主
日
予
告

・
主
の
晩
餐
式
（

第
二
礼
拝
）

・
臨
時
総
会

議
題

一
、�

責
任
役
員
会
か
ら
の
提
案
「
牧
師

招
聘
に
つ
い
て
」

一
、
そ
の
他　

・
建
築
委
員
会
・
責
任
役
員
会　

 

▲
執
行
委
員
会
報
告
（

一
九
日
開
催
）

一
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
（
四
ヶ
月
分
）

・�

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
は
一
二
月
二
四

日
（

水
）

午
後
七
時
と
午
後
九
時

・�

一
二
月
一
四
日
（

日
）

午
後
五
時
よ

り
、
庭
で
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
う
集
い
（

企

画
：
ク
リ
ス
マ
ス
委
員
会
）

・�

一
月
以
降
の
委
員
役
員
選
挙
日
程
は
、

組
検
で
の
選
挙
制
度
改
定
案
の
具
体
化

を
み
な
が
ら
一
一
月
に
確
定
す
る

一
、
会
計
報
告
（
献
金
の
励
ま
し
合
い
）

下
半
期
が
始
ま
り
、
教
育
館
建
築
に
向

け
て
教
会
が
動
き
出
す
中
「
わ
た
し
の

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
」
と
し
て
、
工

夫
し
な
が
ら
献
げ
て
い
き
た
い

一
、
各
部
会
報
告

幼
稚
園
―
運
動
会
を
感
謝
。
召
天
者
記
念

礼
拝
後
、
礼
拝
堂
に
幕
を
設
置
す
る

教
会
学
校
―
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
月

間
終
了
後
も
覚
え
て
い
こ
う

教
会
音
楽
―
第
二
礼
拝
、
証
し
を
受
け
て

会
衆
賛
美
を
献
げ
る
式
次
第
を
も
っ
た

女
性
―
女
性
大
会
の
開
催
に
、
参
加
教
会

か
ら
多
く
の
感
謝
が
寄
せ
ら
れ
た

壮
年
―
東
京
壮
年
連
合
で
一
月
三
一
日
に

研
修
会
を
予
定
。
常
盤
台
教
会

第
一
礼
拝
―
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
中

で
も
礼
拝
を
守
れ
て
感
謝

集
会
―
静
か
な
祈
り
の
時
を
。
一
二
月

二
八
日
第
二
礼
拝
後
感
謝
祈
祷
会

広
報
―
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
動
作
に
不

具
合
が
あ
り
、
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

管
理
―
教
会
建
物
は
神
か
ら
の
贈
り
物
。

皆
で
大
切
に

礼
拝
堂
―
建
築
献
金
を
献
げ
て
い
こ
う

長
計
―
二
名
の
委
員
で
話
し
合
っ
て
い

る
。
内
部
補
充
の
た
め
祈
り
を

組
検
―
二
六
日
委
員
会
で
選
挙
制
度
改
定

の
具
体
化
を
目
指
す

建
築
会
議
―
四
階
牧
師
館
流
し
台
で
の
水

漏
れ
、
一
階
エ
ア
コ
ン
の
配
管
老
朽
化
等

修
理
課
題
多
し

教
育
館
建
築
―
委
員
会
が
発
足
し
た
。
二

日
は
ま
ず
委
員
の
構
成
を
整
え
て
い
く

責
任
役
員
―
二
日
総
会
で
は
協
力
牧
師
招

聘
を
提
案
す
る

被
災
地
―
被
災
地
支
援
教
会
へ
ク
リ
ス
マ

ス
に
お
菓
子
や
献
金
を
送
り
た
い

沖
縄
―
上
半
期
壁
新
聞
を
継
続
で
き
た

音
響
配
信
―
女
性
大
会
で
の
奉
仕
を
通

じ
、
今
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
た
広
木
愛
牧

師
（

野
方
教
会
）

に
改
め
て
感
謝

語
る
会
―
講
壇
に
常
に
聖
書
を
置
く
こ
と

を
求
め
る
声
が
今
回
も
あ
っ
た

あ
さ
か
つ
―
四
日
は
運
動
会
を
控
え
た
幼

稚
園
教
諭
の
参
加
も
あ
っ
た

一
、
協
議

・�

召
天
者
記
念
礼
拝
で
は
こ
れ
ま
で
通
り

礼
拝
の
中
で
献
花
を
行
う
。
こ
の
時
、

と
も
に
礼
拝
す
る
一
階
の
環
境
の
整
え

に
種
々
の
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

 

▲�

女
性
連
合
総
会
・
信
徒
大
会
感
謝
（
一
六

〜
一
八
日
開
催
）

教
会
の
女
性
会
役
員
会
が
早
く
か
ら
熱
心

に
準
備
し
、
女
性
会
会
員
を
初
め
実
に
多

く
の
奉
仕
を
主
が
顧
み
て
く
だ
さ
り
、
全

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
り
ま
し
た
。

 

▲�

二
日
の
臨
時
総
会
に
出
席
と
祈
り
を

責
任
役
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
、
ほ
ぼ
二
年

か
け
て
話
し
合
っ
て
き
た
牧
師
招
聘
に
つ

い
て
の
判
断
が
議
場
に
託
さ
れ
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
主
に
問
い
、
主
の
導
き
を
せ
つ

に
祈
り
求
め
て
臨
み
ま
し
ょ
う
。

2 0 2 5 年 度 主 題  
『 イ エ ス・ キ リ ス ト を

土 台 と し て
〜 と も に 積 み 上 げ る 〜 』

主題聖句 

「わたしたちは神のために

力を合わせて働く者であり、

あなたがたは神の畑、

神の建物なのです。」

臨
時
総
会 

一
一
月
二
日
（

日
）

第
二
礼
拝
後
〜
午
後
一
時
頃
ま
で

止
む
を
得
ず
欠
席
の
方
は
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
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『
十
分
の
一
と
さ
さ
げ
も
の
』

　
　
　
　
　
　

   　

   （
10
月
13
日
～
19
日
）

▲
月
約
献
金　
　
　
　

三
四
八
、  

〇
〇
〇
円

▲
礼
拝
献
金　
　
　
　

一
一
四
、  

五
七
六
円

▲
教
会
学
校
礼
拝
献
金　
　

七
、  

六
六
一
円

▲
祈
祷
会
献
金　
　
　
　

二
九
、   

一
〇
〇
円

▲
感
謝
献
金　
　
　
　

一
九
一
、  

四
〇
〇
円

　

 （
ペ
ン
テ
コ
ス
テ 

二
、〇
〇
〇
円
含
）

▲
指
定
献
金

　
「
営
繕
修
理
」
礼
拝
堂　

  

三
、  

〇
〇
〇
円

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」　　
　

一
、  

〇
〇
〇
円

　
「
新
教
育
館
建
築
」　　
　

七
、  

八
〇
〇
円

　
「
通
信
費
支
援
」　　
　
　

五
、  

〇
〇
〇
円

　
「
幼
稚
園
支
援
」　　
　

五
〇
、  

〇
〇
〇
円

▲
合
計　
　
　
　
　
　

七
五
七
、     

五
三
七
円

▲
建
築
献
金
合
計　
　

二
〇
五
、  

〇
〇
〇
円

　 

先
週
の
集
会　

出
席
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計

第
一
礼
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
六

第
二
礼
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
七

教
会
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
八

（
公
園
ク
ラ
ス
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

早
天
祈
祷
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

朝
の
祈
祷
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

祈　

祷　

会　
　
　
　
　
　

九　
　
　

二
〇

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
者
）　　
　

   

一
二　

聖
歌
隊
練
習　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五

幼
稚
園
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス　
　
　
　
　

五
六

あ
け
ぼ
の
コ
ー
ラ
ス　
　
　
　
　
　
　

一
四

あ
さ
か
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

父
親
コ
ー
ラ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

聖
書
輪
読
と
黙
想　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

キ
ッ
ズ
チ
ャ
イ
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

　

早
天
祈
祷
会　
　
　

毎
日　

午
前
七
時

　

朝
の
祈
祷
会

　
　
　
　
　

 （
水
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

　
　
　
　
　

司　

会　

中
村
君
代

　
　
　
　
　

説　

教　

鶴
ヶ
谷
芳
昭

　

祈

祷

会

　
　
　
　
　

 （
水
）　

午
後
七
時
三
〇
分

　
　
　
　
　

司　

会　

加
藤
牧
師

　
　
　
　
　

奏　

楽　

永
井
明
子

　
　
　
　
　

説　

教　

山
田
誠
一

　
　

ID　

８
４
１ 

８
５
７
３ 

７
２
９
８

　

パ
ス
コ
ー
ド　

１
９
３
１

あ
さ
か
つ　

 （
土
）　

午
前
六
時
三
〇
分

　
　

奏　

楽　
　
　

山
﨑
ま
や

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ　

三
吉
弘
晃

　
　

主
の
愛
と
恵
み
の
「
中
に
」
～
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
「
祈
り
」
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加　

藤　
　

誠

　　

は
じ
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
に
触
れ
た
方
が
戸
惑
わ
れ
る
の
は
「
祈
り
」
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
目
に
見
え
な
い
、
そ
こ
に
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
も
の
に
向
か
っ
て
「
祈
る
」。

「
祈
り
」
は
不
思
議
な
行
為
で
す
。
聖
書
を
読
ん
だ
り
賛
美
歌
を
歌
う
こ
と
は
信
仰
が
な
く

て
も
可
能
で
す
が
、「
祈
り
」
は
信
仰
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
信
仰
と
は
「
祈
り
」
を
学
び
、

体
得
し
て
い
く
こ
と
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　　

フ
ィ
リ
ピ
教
会
の
愛
す
る
人
々
に
使
徒
パ
ウ
ロ
が
書
き
送
っ
た
手
紙
に
は
「
祈
り
」
に
つ

い
て
の
大
切
な
勧
め
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
教
会
の
人
々
は
宣
教
の
働
き
を
共
に

よ
く
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
間
で
す
れ
違
い
や
ぶ
つ
か
り
合
い
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
教
会
は
い
わ
ゆ
る
「
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
に
呼
び
集
め

ら
れ
た
一
人
ひ
と
り
で
す
か
ら
、
ふ
つ
う
な
ら
「
仲
良
く
で
き
な
い
お
互
い
」
が
一
緒
に
祈

る
よ
う
招
か
れ
て
い
る
交
わ
り
。
そ
れ
が
教
会
で
す
。
だ
か
ら
人
間
的
に
ぶ
つ
か
り
合
う
こ

と
が
起
こ
る
の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

パ
ウ
ロ
は
そ
の
手
紙
の
四
章
で
「
主
に
あ
っ
て
固
く
立
ち
」「
主
に
あ
っ
て
同
じ
こ
と
を

思
い
」「
主
に
お
い
て
喜
び
な
さ
い
」
と
、
三
度
「
主
に
あ
っ
て
」
と
い
う
言
葉
を
重
ね
て

い
ま
す
。「
主
に
あ
っ
て
」
と
は
英
語
で
は
「in Lord

」「in Christ

」、
つ
ま
り
「
主
キ
リ

ス
ト
の
愛
と
恵
み
の
中
に
身
を
置
い
て
」。
バ
プ
テ
ス
マ
は
キ
リ
ス
ト
の
命
の
中
に
沈
め
ら

れ
る
こ
と
。
で
あ
る
な
ら
「
祈
り
」
は
「
私
た
ち
を
包
ん
で
い
る
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
恵
み
の

中
に
す
っ
ぽ
り
と
自
分
を
置
く
こ
と
」。
主
の
愛
と
恵
み
の
「
中
に
」
に
し
っ
か
り
と
自
分

を
置
き
、
主
の
思
い
を
受
け
、
喜
び
を
い
た
だ
い
て
い
く
時
、
同
じ
主
の
愛
と
恵
み
の
中
に

招
か
れ
て
い
る
「
友
」
が
見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
そ
こ
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
（
神
の
賜
物
の
善
き
管
理
者
）
と
し
て
の
「
祈
り
」
が

あ
る
の
で
す
。

　
 　

聖　

書　

日　

課

一
〇
月
二
六
日
（
日
）　   

黙
示
録
18

「
主
は
す
ぐ
近
く
に
お
ら
れ
ま
す
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
、
思
い
煩
う
の
は
や
め
な
さ

い
」

一
〇
月
二
七
日
（
月
）　   

黙
示
録
19

世
界
に
キ
リ
ス
ト
の
平
和
が
な
り
、
不
安

や
恐
れ
、
悲
し
み
の
中
に
朝
を
迎
え
る
子

ど
も
が
一
人
も
い
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に

一
〇
月
二
八
日
（
火
）　   
黙
示
録
20

幼
稚
園
い
も
ほ
り
遠
足
。
自
然
の
恵
み
に

直
接
手
で
触
れ
て
、
神
さ
ま
の
不
思
議
を

み
ん
な
で
喜
び
賛
美
で
き
ま
す
よ
う
に

一
〇
月
二
九
日
（
水
）　   

黙
示
録
21

教
会
の
友
を
覚
え
て
祈
り
を
合
わ
せ
、
賛

美
を
共
に
さ
さ
げ
ま
す
。
心
の
窓
を
大
き

く
天
に
開
け
る
一
日
が
祝
さ
れ
る
よ
う
に

一
〇
月
三
〇
日
（
木
）　    

黙
示
録
22

治
療
中
の
友
、
体
調
を
崩
し
て
い
る
友
、

体
の
弱
り
を
覚
え
て
い
る
友
、
一
人
ひ
と

り
に
主
の
癒
し
と
支
え
が
あ
る
よ
う
に

一
〇
月
三
一
日
（
金
）　   

創
世
記
１

幼
稚
園
入
園
面
接
。
御
言
葉
に
学
ぶ
あ
け

ぼ
の
の
大
切
な
働
き
を
一
人
で
も
多
く
の

方
々
と
共
有
で
き
ま
す
よ
う
に

一
一
月　

一
日
（
土
）　   

創
世
記
２

明
日
の
臨
時
総
会
。
こ
れ
か
ら
の
教
会
の

歩
み
に
主
の
導
き
を
共
に
祈
り
求
め
て


